
平成２６年度忠霊塔・忠魂碑等の実態調査表

報告年月日 平成　26　年　1　月　1　日

①　名　　　称 忠魂碑

②　建立場所 香南市野市町母代寺日吉山

③　敷地面積 約300坪

④　建立年月日
日清・日露戦争での戦死者の忠魂碑：昭和9年建立。
日支事変、大東亜戦争の戦死者の忠魂碑：昭和29年12月建立。

⑤　敷地所有者 香南市

⑥　建立主体
帝国在郷軍人會香美郷佐古村分會、佐古地区遺族会、佐古村在郷軍人
会、村当局

⑦　建立の経緯等

遺族会員一致団結のもとに日清日露の役で戦死された英霊の忠魂碑の側
西に、今回の日支事変、大東亜戦の戦死者の忠魂碑建立の運動を行った。
佐古村在郷軍人会と連携し、村当局と運動を行った結果、昭和29年12月に
90柱を合祀した忠魂碑が建立できた。昭和30年、近隣4町村が合併し、新野
市町として発足して、新しい忠霊塔もでき、今は全員の霊を町に分骨し、意
現在に至っている。

⑧　建設総費用 不明
（財源等）

⑨忠霊塔等の所
有者

香南市

⑩現在の管理者 香南市



⑪維持管理の方法
年間2～3回の除草と樹木の伐採・剪定を行っている。納骨堂のドアが腐食
し、新しいドアを行政側に施工してもらった(平成２３年　施工費約12万円）。

⑫慰霊祭の実施
状況

野市町遺族会　　8月15日、春分祭、秋分祭、歳末祭を町の忠霊塔で実施

⑬霊名碑等の有
無

　　　有 　無

⑭戦没者の合祀
者数

日清・日露18柱　、日支事変・大東亜戦　90柱

⑮　備　　　　考 心意がどこにあるか解らない人の参拝を受けて本当に英霊は喜ぶでしょう
か。今日本は間違った方向に進んでいるように思います。英霊の一番心配
していることと思います。

（参考となること
があれば記入願
います）


